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令和 6年 6月 

在ブルガリア日本国大使館 

 

今月のトピック 
 

政 治 

◆国政選挙結果及び組閣に向けた動き 

◆欧州議会選挙結果 

 

経 済 

◆第３回日本ブルガリアビジネス協会（ＪＢＢＡ）年次会合の開催 

◆道上大使とニコロフ経済産業大臣、マリノフ・エネルギー大臣との会談 

◆【御案内】ＪＥＴＲＯ「中・東欧＆ウクライナ政治経済最新動向セミナー」（於：英独）への

道上大使参加 

 

その他 

◆明治ブルガリアヨーグルト発売５０周年記念シンポジウムの開催 

◆ＮＯＶＡ ＴＶによる道上大使インタビュー 
※月報は、ブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり、在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあり   

  ません。 

※月報の個別メール配信を希望される方は、当館メールアドレス（emb-jp-bg@sf.mofa.go.jp）まで御連絡下さい。 

 

政 治 

◆国政選挙結果及び組閣に向けた動き 

▶6月 9日に実施された国政選挙の結果は以下のとおり。2021年 4月以降の約 3年で 6度目の国政 

 選挙は有権者の関心低下を招き、投票率は 34.41％（前回 40.69％）まで低下した。 

   得票率   議席数 

GERB-UDF  24.70％（前回 26.49％） 68議席（前回 69議席） 

MRF   17.07％（前回 13.75％） 47議席（前回 36議席） 

CC-DB  14.33％（前回 24.56％） 39議席（前回 64議席） 

再生党  13.78％（前回 14.16％） 38議席（前回 37議席） 

BSP    7.06％（前回 8.93％） 19議席（前回 23議席） 

TISP    5.96％（前回 4.11％） 16議席（前回 11議席） 

Grandeur   4.65％（今回選挙初参加）  13議席（今回選挙初参加） 

 

▶6 月 20日、第 50回国民議会は、ナザリャン議員（GERB）を議長に選出した。賛成 133票（GERB、 

 MRF、TISP）、反対 66票（CC-DB、BSP、Grandeur）、棄権 39票（再生党）。 

 

◆欧州議会選挙結果 

▶6 月 9日に実施された欧州議会選挙の結果は以下のとおり。 
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   得票率   議席数 

GERB-UDF  23.54％   5議席（前回 6議席） 

MRF   14.66％   3議席（前回 3議席） 

CC-DB  14.44％   3議席（CC：今回選挙初参加、DB：前回 1 議席） 

再生党  13.98％   3議席（今回選挙初参加） 

BSP    7.01％   2議席（前回 5議席） 

TISP    6.04％   1議席（今回選挙初参加） 

 

 

経 済 

◆第３回日本ブルガリアビジネス協会（ＪＢＢＡ）年次会合 

  

▶6 月 25日、日本大使公邸で、第 3回日本ブルガリアビジネス協会（JBBA）年次会合が開催された。 

 本会合には、ブルガリア国内外から日本企業代表者ら約 60名が参加し、ケシモフ JBBA会長 

 （Takeda）挨拶、道上大使挨拶、現会員企業（Astellas、JTI、SEGA、Sumitomo Corporation(Moto- 

 Pfohe)、Summit Agro、矢崎総業、Tokuda Bank、Takeda）や Nidec Elesys、在ブルガリア日本大使館 

 からの事業紹介等プレゼンテーションに続き、活発な意見交換が行われた。 

▶JBBA加盟は、同協会 HP（https://jbba.bg/ja/home-japan/）から申請いただけます。 

 

◆道上大使とニコロフ経済産業大臣、マリノフ・エネルギー大臣との会談 

▶6月 21日、道上大使は、ニコロフ経済産業大臣と会談し、二国間 

 経済協力の活性化、貿易及び投資の改善について意見交換を 

 行った。道上大使は、日本ビジネスが当地 ITセクターに寄せる 

 関心、JETROの 10月当地訪問予定をはじめ両国経済関係の最 

 新状況を紹介した上、ブルガリア経済産業省と協力しつつ日本 

 企業の当地進出を積極的に後押ししていきたい旨述べた。双方 

 は、大阪・関西万博 2025の機会を両国経済関係の更なる活性 

 化のために最大限活用していくことで一致した。 

道上大使・ニコロフ大臣 

https://jbba.bg/ja/home-japan/


 

▶6 月 18日、道上大使は、マリノフ・エネルギー大臣と会談し、エネ 

 ルギー分野での両国関係強化について意見交換を行った。道上 

 大使から両国経済関係の最新状況を紹介したのに対し、マリノ 

 フ・エネルギー大臣からは、チャイラ水力発電所復旧事業、SMR 

 導入、クリーン・エネルギー事業等について最新の状況が説明さ 

 れ、日本企業との協力への期待が表明された。 

 

◆【御案内】ＪＥＴＲＯ「中・東欧＆ウクライナ政治経済最新動向セミナー」（於：英独）への

道上大使参加 

▶7 月 9日～10日、道上大使は、ロンドン及びデュッセルドルフにおいて日系企業を対象とするセミナ 

 ーに参加し、ブルガリアの最新の経済・投資情勢について説明を予定している。 

▶7 月 9日（ロンドン）は、現地時間 9:30～13:00 までジャパン・ハウス（101-111 Kensington High Str.） 

 で開催される。翌 10日（デュッセルドルフ）は、現地時間 13:30～17:00 まで現地日本商工会議所 

 （Berliner Allee 12）で開催される。 

▶JETROブルガリアミッションは 10月 15日（火）から 10月 16日（水）の 2日間にかけてブルガリアを 

 訪問する予定である。 

 

その他 

◆明治ブルガリアヨーグルト発売５０周年記念シンポジウムの開催 

▶ ６月７日、ソフィア大学経済学部主催の下、明治ブルガリアヨーグルト発売５０周年を記念した

シンポジウムが開催された。オープニングに当たって道上大使及びペトロフ経済産業副大臣から

挨拶を行うとともに、高橋白鴎大学名誉教授、ヨトバ立命館大学准教授、関 株式会社明治グロ

ーバルマーケティング部長がパネリストとして加わり、それぞれの視点から講演が実施された後、

聴衆を交えて活発な質疑応答が行われた。 

   

 

◆ＮＯＶＡ ＴＶによる道上大使インタビュー 

▶ ６月１６日、道上大使が、ＮＯＶＡＴＶの朝の情報番組にて、「なぜ日本人は５０年以上にわたり、

ブルガリアヨーグルトを食べているのか」と題する特集にインタビュー出演した

（https://www.youtube.com/watch?v=qeCfimmKHX0）。道上大使はインタビューの中で、明治ブル

ガリアヨーグルトが二国間関係深化に寄与してきた歴史に言及するとともに、ブルガリアのテク

ノロジー・イノベーション分野における強みが日本で一層知れ渡ることが重要であり、それを手

助けしたい旨述べた。 

 

道上大使・マリノフ大臣 

https://www.youtube.com/watch?v=qeCfimmKHX0


 

※ブルガリアのマクロ経済指標は、ブルガリア国立銀行ＨＰよりご覧になれます

（https://www.bnb.bg/Statistics/StMacroeconomicIndicators/index.htm?toLang=_EN）。 

 

指標  

GDP成長率（年率予測:最新値） ※EC データ 24年:1.9％  25年:2.9% 

消費者物価指数（5月） ※ブルガリア統計局データ -0.2%（前月比） +2.3%（前年同月比） 

失業率（5月） ※ブルガリア労働省 5.4% （前月比-0.3%） 

公的債務残高/GDP（含む国および地方:4 月） 20.7% (前月比+0.1%) 

https://www.bnb.bg/Statistics/StMacroeconomicIndicators/index.htm?toLang=_EN

